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◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

０
７

月
２

５
日
( 土

) ～
２
６

日
( 日

) 

◇
参

加
者

；
山

上
皓

一
郎

、
根

木
俊

明
、

児
嶋

道
夫

、
川

島
 

功
、
 

田
中

稔
昭

。
は

１
泊

２
日

。
梶

野
照

雄
；
２

５
・
２

６
日

帰
り

。
 
 

２
６

日
；

沖
﨑

吉
信

、
畑

林
秀

味
、

畑
林

清
子

、
橋

本
 

梓
、
 

村
吉

光
夫

、
奈

良
新

聞
；

木
之

下
伸

子
記

者
。

６
名

。
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７７ ７７
月月 月月
２
５

２
５

２
５

２
５
日日 日日
( 土土 土土

)     
晴
 

台
風

１
２

号
が

週
末

に
台

風
１

１
号

と
略

似
た

コ
ー

ス
で

接
近

す
る

予
報

で
あ

っ
た

が
、

太
平

洋
高

気
圧

が
強

く
な

り
、

沖
縄

周
辺

に
そ

れ
る

こ
と

に

な
っ

た
。

そ
の

影
響

か
参

加
者

が
少

な
か

っ
た

が
、

作
業

に
適

し
た

少
数

精

鋭
の

参
加

者
が

集
ま

っ
た

。
根

木
さ

ん
は

近
隣

の
祭

り
や

法
事

を
断

っ
て

、

又
、

週
末

の
小

森
で

の
農

作
業

を
延

ば
し

た
児

嶋
両

氏
の

参
加

は
、

本
当

に

あ
り

が
た

く
作

業
が

予
定

通
り

進
め

ら
れ

た
。
 

先
週

週
明

け
に

は
、

高
気

圧
の

縁
に

沿
っ

て
南

西
か

ら
の

気
流

に
よ

り
、

和
歌

山
・

大
阪

辺
り

で
大

雨
警

報
等

が
発

令
さ

れ
、

白
谷

林
道

が
更

に
悪

く

な
っ

た
の

で
は

と
心

配
し

た
。
 

持
経

宿
へ

の
作

業
は

、
こ

れ
ま

で
殆

ん
ど

雨
の

降
り

そ
う

な
曇

空
が

多
か

っ
た

が
、

今
日

は
朝

か
ら

青
空

で
あ

り
気

分
的

に
も

晴
々

す
る

。
 

白
谷

林
道

口
で

湯
泉

地
温

泉
前

泊
の

田
中

氏
と

合
流

、
梶

野
氏

が
１

０
分

程
前

に
先

行
し

た
と

の
事

。
心

配
し

た
週

明
け

後
の

雨
の

影
響

は
な

い
が

、

路
面

は
荒

れ
て

い
る

。
 

三
叉

路
の

持
経

宿
改

築
廃

材
置

場
で

、
垂

木
約

２
０

本
を

児
嶋

車
に

積
込

み
、

持
経

宿
に

１
０

時
前

に
到

着
。
 

旧
垂

木
、
桧

柱
(1
0
.5

㎝
角

×
３

ｍ
；
６

本
) 、

ポ
リ

カ
波

板
( ６

尺
；
５

枚
)

を
荷

降
ろ

し
す

る
と

共
に

作
業

に
応

じ
て

各
自

持
参

し
た

電
動
工
具
類

な
ど

を
宿
内

に
運
ぶ

。
又

、
山

上
さ

ん
寄
贈

の
枕

１
５
個

は
毛
布
棚

に
備
え

る
。
 

お
堂
裏
側

の
屋

根
ト
タ
ン

・
ル

ー
フ
ィ
ン
グ

を
剥

い
で

の
下

地
補
修

作
業

は
、
田

中
・
梶

野
両

氏
、
薪

小
屋
設

置
(L
5
4
0
×
W
1
5
0
㎝
；
内
薪

小
屋

は
２

間
、
１
間

は
外
壁
無
) は

、
根

木
・
児

嶋
・
川

島
が
担

当
し

、
山

上
さ

ん
は

適

宜
両

作
業

を
応
援

し
て
貰

う
。
 

 
 

 

桧
・

柱
材

荷
降

ろ
し

 
 

通
し

ボ
ル

ト
切

断
作

業
 

 
宿

建
屋

に
薪

小
屋

桁
取

付
 

 宿
建
屋
裏

に
隣

接
し

て
建

て
る
薪

小
屋

は
、
最
初

に
宿
建
屋

の
桁
( 高

さ

2
3
0
㎝
) に
添

っ
て

、
筋
違

い
材
( 厚

さ
６

×
L
3
0
0
㎝
；
２

本
) を

平
ト
タ
ン

上

か
ら

、
鉄
用
ド

リ
ル

・
木
工
用
ド

リ
ル

で
建
屋
桁
迄
穴

を
開

け
、

通
し
ボ
ル

ト
で
水

平
に
固

定
し

て
行

く
。
通

し
ネ
ジ
ボ
ル
ト

は
高
速
切

断
機

で
切

断
し

、

バ
リ

を
取

り
ナ
ッ
ト

を
は

め
る

。
宿
建
屋
側

の
新
設
桁

に
垂

木
を

の
せ

、
柱
+

桁
の

高
さ

は
2
1
0
㎝

と
決

め
昼
食

と
す

る
。
 

梶
野

氏
は

、
発

電
機

を
動

か
し

、
持

参
寄
贈

の
電

子
レ
ン
ジ

で
チ
ン

し
て

暖
か

い
弁

当
に

し
て
美

味
し

い
！

と
食
べ

て
い

る
。
 

昼
食

後
、
柱

材
を

2
0
0
㎝

に
切

る
。
通
常

、
木
組

の
穴

を
彫

り
は

め
込
み

す
る

の
だ

が
、

根
木

さ
ん

の
提
案

で
彫

り
込

み
せ
ず

に
柱

と
桁

を
ス
ク

リ
ュ

ー
ボ
ル
ト
釘

で
固

定
す

る
事

に
す

る
が

、
児

嶋
さ

ん
柱
幅

の
切

り
込

み
を

す

べ
き

と
の

こ
と

か
ら

、
桁

に
深

さ
１

㎝
の

柱
幅

の
切

り
込

み
す

る
こ

と
に

し

た
。
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こ
れ

で
従
来

の
木
組

に
比
べ
細
工

時
間

が
大
幅

に
短
縮

で
き

た
。
 

薪
小
屋

の
桁

に
す

る
材
(1
0
.5

㎝
角

×
L
3
0
0
㎝
) ２

本
は

、
児

嶋
さ

ん
事

前

に
本
格

的
な
金
輪
継
ぎ
細
工
( 約

を
２

時
間
) さ

れ
た

も
の

で
あ

る
。
 

束
石

上
に

の
せ

、
柱

の
位

置
に
墨
付

け
を

し
て

、
柱
位

置
に

柱
幅

の
深

さ

１
㎝

の
切

込
み

を
ノ
ミ

で
彫

る
。
 

柱
を
立

て
束
石

の
羽

子
板
穴

を
通

し
て
ド

リ
ル

で
柱

に
穴

を
開

け
ボ
ル
ト

で
仮
締

め
す

る
。
４
人

で
桁

を
柱

上
に

持
上
げ

、
柱
位

置
の
切

込
み

に
柱

を

合
せ
立

て
、
横

垂
直

の
レ
ベ
ル

を
合
わ
せ

、
柱
間

を
板
止

め
し

て
柱

を
仮
固

定
し

、
桁

上
か

ら
柱

に
ド

リ
ル

で
穴

を
開

け
、

そ
こ

に
ス
ク

リ
ュ

ー
ボ
ル
ト

釘
を
ネ
ジ

込
み

、
柱

と
桁

を
が

っ
ち

り
締
付

け
る

。
 

１
５

時
の
休
憩

時
に

は
、

児
嶋

車
の
ソ

ー
ラ

ー
バ
ッ
テ

リ
か

ら
１

０
０
Ｖ

の
変

圧
器

で
、

小
型
冷
蔵
庫

で
冷

や
し

た
西
瓜
だ
！
冷
え

て
い

て
甘

く
て
美

味
し

い
、

大
き

い
の

で
明

日
来

宿
の
人

に
食
べ

て
頂

く
た

め
に
半

分
残

す
。
 

 
 

 

昼
食

休
憩

中
 

 
 

 
 

桁
に

柱
据

付
中

 
 

 
 

 
冷

え
た

西
瓜

で
休

憩
 

 

小
屋

の
横
幅

は
、
柱
外

面
で

1
5
0
㎝

。
宿
建
屋
側
桁

と
小
屋

の
桁

の
平

行

レ
ベ
ル

を
確
認

し
て

、
１

７
８

㎝
に
切

っ
た

垂
木

で
釘
止

め
す

る
。

両
端

柱

を
垂

木
で
固

定
し

、
中
間

は
別

材
で
仮
止

め
す

る
。
 

薪
小
屋

は
、
L
3
7
8
㎝

の
た

め
、
3
8
㎝
間
隔

で
垂

木
を
打
ち

、
便
所
側
迄

L
1
7
0
㎝

に
も

垂
木

を
打
つ

。
 

垂
木

に
胴

縁
を
打
付

け
、
桁

と
垂

木
間

の
隙
間

か
ら

風
雪

・
風

雨
の
吹
き

込
み
防
止

の
垂

木
材

を
は

め
込

み
作

業
を
残

し
、

１
７

時
半

前
に

作
業

を
終

え
る

。
 

一
方

、
お
堂

の
屋

根
ト
タ
ン

と
ル

ー
フ
ィ
ン
グ

を
剝

ぐ
と

、
野

地
板

は
全

面
取
替

の
必
要

が
無

く
、
軒

先
側

約
３

５
㎝

の
野

地
板

と
雨
漏

れ
し

て
い

た

箇
所

の
垂

木
１

本
の

み
添
え

垂
木

を
す

る
。

又
、
破

風
板

は
取
替

す
る
補
修

で
十

分
と
判

断
さ

れ
た

。
 

下
地
補
修
完
了

後
、
ル

ー
フ
ィ
ン
グ

を
敷

く
と

、
明

日
剝

ぐ
前
屋

根
へ
敷

く
ル

ー
フ
ィ
ン
グ

が
足

り
な

い
。

又
、

野
地

板
に
ル

ー
フ
ィ
ン
グ

を
止

め
る

タ
ッ

カ
ー
( ホ
ッ
チ
キ

ス
) を

持
っ

て
来

て
い

な
い

。
 

梶
野

氏
は

日
帰

り
の

た
め

、
明

日
来

宿
の

沖
﨑

氏
へ
ル

ー
フ
ィ
ン
グ
手

配

の
連
絡

と
タ
ッ

カ
ー

を
持

っ
て
再
来

宿
を

し
て
頂

く
様

に
お
願

い
し

た
。
 

当
初

、
宿

泊
は

田
中

・
川

島
の

み
で
お
互

い
夕
食

を
持
ち
寄

る
こ

と
に

し

て
い

た
。

前
日
昼

に
新

宮
組

は
宿

泊
す

る
事

に
な

り
、

当
日

朝
、
夕
食
弁

当

な
ど
オ

ー
ク
ワ
有
馬
店

に
立
寄

り
調
達

す
る

。
 

根
木

さ
ん

は
、
賀

田
の
榎

本
康

夫
氏

か
ら
頂

い
た
「
鯖
燻
製
」
、

山
上

さ

ん
「
マ
グ
ロ

の
せ
せ

り
」
、
川

島
「
胡
瓜

も
み
・
ミ
ョ
ウ
ガ

の
甘
酢
漬
」
、
児

嶋
氏
「
缶
詰
」
、
田

中
氏
「
漬
物
」
等
と
お

か
ず

の
多

い
夕
食

に
な

り
、
冷
え

た
ビ

ー
ル

で
根

木
・

児
嶋

両
氏

の
お
陰

で
薪

小
屋
棟

上
に
乾
杯
！
 

夕
食

の
途

中
、
お
堂

の
酒
確
認

に
席

を
外

し
た

山
上

さ
ん

が
戻

ら
な

い
、

呼
び

に
行

く
と
居

な
い

、
電
池

を
点

け
捜

し
て

い
る

と
、
千

年
桧

へ
の
尾

根

か
ら
茜
色

に
染

ま
っ

た
夕

日
撮

影
に

行
っ

て
い

た
と

の
こ

と
で

一
件
落

着
！
 

疲
れ

と
ビ

ー
ル

・
お
酒

の
酔

い
で

２
０

時
過
ぎ

に
就
寝

。
気

温
２

３
度

、

三
日

月
の

月
光

も
差

し
込

み
快

適
な
夜
だ

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

鵜
殿

7
:1
0
→

白
谷

林
道

口
8
:5
5
→
9
:5
0
持

経
宿
→
1
2
:0
0
昼
食

1
2
:5
5
→

1
5
:0
0
休
憩

1
5
:3
0
→

作
業
終
了

1
7
:2
0
→
1
8
:1
0
夕
食
→
2
0
:0
0
就
寝

。
 

 

７７ ７７
月月 月月
２
６

２
６

２
６

２
６
日日 日日
( 日日 日日

)  
 

 
 

 
 

 
 
快
晴
 

朝
の
陽

光
が

宿
内

に
差

し
込
む
頃

に
起
き

る
と

、
田

中
・

山
上

さ
ん

は
散

歩
に

行
か

れ
た
様
だ

。
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朝
食
御
飯

は
、「
サ
ト
ウ

の
御
飯
」
を

電
子
レ
ン
ジ

で
２

分
間
チ
ン

す
る

と
、

ふ
っ

く
ら

し
た
御
飯

が
出
来

上
が

る
。
お

湯
だ

と
約

１
５

分
間
煮

な
い

と
御

飯
に

な
ら

な
い

の
で

、
本

当
に
便
利
だ
！
 

田
中

氏
１
人

で
お
堂

の
前
屋

根
の
ト
タ
ン
剝
ぎ

。
根

木
・

山
上

さ
ん

は
、

浦
東

大
工

さ
ん
寄
贈

の
ス
テ
ン
レ

ス
浴
槽

を
第

２
雨
水
槽

と
し

て
据
付

作
業

。 

児
嶋

・
川

島
は

、
薪

小
屋

の
屋

根
葺
き

作
業

を
す

る
。
 

ブ
ロ
ン
ズ

・
ポ

リ
カ

ー
波

板
は

。
便
所

上
の
屋

根
に

３
枚

と
２

枚
は

宿
建

屋
の

ポ
リ

カ
外
壁

上
に
張

る
こ

と
に

す
る

。
 

取
外

し
た
外
壁
ト
タ
ン

か
ら
傷

み
の

少
な

い
５

枚
を
選
び

、
６

尺
に
鉄
工

用
刃

に
替
え

た
丸
鋸

で
川

島
が
切

断
し

、
児

嶋
さ

ん
垂

木
上

の
胴

縁
に
傘
釘

で
屋

根
を
張

る
。
 

 
 

 

薪
小

屋
棟

上
乾

杯
！

 
 

薪
小

屋
・

屋
根

ト
タ

ン
張

り
 

お
堂

の
下

地
造

り
 

 ９
時
半
過
ぎ

に
、
新

宮
組
４
人
( 沖
崎
・
橋

本
・
畑

林
秀
・
畑

林
清
) と

村
吉

氏
と
同

行
の

奈
良

新
聞

・
木

之
下

記
者

が
来

宿
。
直

ぐ
に

梶
野

氏
も
タ
ッ

カ

ー
持

参
し

て
再
来

宿
さ

れ
た

の
で
休
憩

と
な

り
、

児
嶋

車
・
冷
蔵
庫

の
冷
え

た
西
瓜

と
沖

﨑
氏

持
参

の
ハ
ウ

ス
蜜
柑

を
召

し
上

が
る

。
 

こ
の
間

、
山

上
・

沖
崎

・
川

島
は

、
記

者
の
取

材
に

応
じ

る
。
 

村
吉

さ
ん

は
、
玉
岡
憲

明
さ

ん
揮
毫
「

持
経

宿
」

を
欅

板
に
彫

っ
た
表
札

看
板

を
玄
関

上
に
掲
示

す
る

作
業

。
新

宮
組

は
持

帰
っ

た
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
済

毛
布

を
毛
布
棚

へ
。

こ
れ

で
持

経
宿

の
備
え
毛
布

は
、
全

て
ク

リ
ー
ニ
ン
グ

さ
れ

た
。
 

お
堂
屋

根
の
剝

い
だ
ト
タ
ン

と
ル

ー
フ
ィ
ン
グ

の
後
片
付

け
、

そ
の

後
、

雨
水
槽

の
作

業
支
援

。
梶

野
氏

は
お
堂

の
前
屋

根
ト
タ
ン
取
替

作
業

。
に
別

れ
る

。
 

お
堂

前
屋

根
の

野
地

板
は

、
取
替

が
無

く
破

風
板

の
み
取
替

す
る

。
 

薪
小
屋

に
は

、
取
外

し
残

っ
た

中
窓

の
窓
枠
取
付

と
外
壁
ト
タ
ン
張

り
の

間
柱

を
据
え

る
作

業
を

行
い

、
１

２
時

前
に
終
え
昼
食

と
な

る
。
 

児
嶋

さ
ん

は
、
昼
食

も
せ
ず

に
小

森
で

農
作

業
す

る
た

め
に

下
山

。
 

涼
し

い
風

も
通

り
、

大
勢

の
参

加
者

が
集

い
賑

や
か

な
昼
食

と
な

る
。
 

１
３

時
過
ぎ

に
、
深
仙

宿
４

時
半

に
発

っ
た
女
性
単
独
縦
走

者
が

到
着

、

今
晩

、
持

経
宿

泊
と

の
事

。
水
汲

み
後

、
作

業
を
手
伝

っ
て

下
さ

る
。
 

村
吉

氏
は
引
続
き
「

持
経

宿
」
看

板
取
付

。
沖

﨑
・

畑
林

秀
・

川
島

は
、

薪
小
屋

に
中
窓
取
付

と
外
壁
用
胴

縁
打
ち

作
業

。
根

木
・

橋
本

・
山

上
さ

ん

は
、

雨
水
槽
据
付

の
生

コ
ン
煉

り
作

業
、

田
中

・
梶

野
氏

は
、
お
堂
屋

根
全

面
に
ル

ー
フ
ィ
ン
グ
張

り
作

業
。
 

新
聞

記
者

下
山

前
に
「

持
経

宿
」
看

板
掲
示

し
た
玄
関

前
で

作
業

者
の
写

真
撮

影
。
 

持
経

宿
の
表
札
看

板
掲
示

に
よ

り
、

改
築

さ
れ

た
持

経
宿

の
格

が
更

に
上

が
っ

た
。
 

 
 

 

浴
槽

・
オ

ー
バ

ー
水

穴
開

け
 

持
経

宿
の

看
板

掲
示

 
 

玄
関

前
・

本
日

作
業

者
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薪
小
屋

の
中
窓

と
外
壁
用
胴

縁
取
付

作
業

が
終
わ

り
、

宿
内

の
長

尺
残

材

を
梁

上
に
保
管

、
短

い
残

材
は
外

に
出

し
室
内

を
整
理

し
た

。
 

お
堂

の
屋

根
の

下
地
補
修

と
ル

ー
フ
ィ
ン
グ

を
張

り
終
え

た
屋

根
に

は
、

ブ
ル

ー
シ

ー
ト

を
被
せ

る
。

後
は

新
規
ト
タ
ン

を
張

る
だ

け
と

な
る

。
 

雨
水
槽

の
据
付

作
業

が
１

５
時
過
ぎ

に
終
え

る
。

各
自
バ
ラ
バ
ラ

に
な

っ

た
工
具
類

を
捜

し
集

め
、
各

自
の
責
任

で
積

込
み

し
て

１
５

時
４

０
分

下
山

。
 

梶
野

氏
は

、
池
郷

林
道
工

事
現

場
偵
察

へ
、
工

事
が
完
了

し
通
過
出
来

た

と
の

事
。
 

白
谷

林
道

口
で

田
中

氏
は
十
津

川
方

面
の

た
め
別

れ
、

新
宮
組

は
根

木
車

駐
車

の
紀
宝
町
役

場
駐

車
場

で
解
散

。
 

    
    

 

第
２

雨
水

槽
据

付
完

了
 

 
お

堂
の

下
地

補
修

完
了

 
 

薪
小

屋
屋

根
葺

き
完

了
 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

起
床

5
:3
0
→
6
:0
0
朝
食
→
7
:1
5
作

業
→
9
:3
0
休
憩

1
0
:0
0
→
1
2
:0
0
昼
食

1
3
:0
0
→
1
4
:1
0
玄
関

前
で
撮

影
→
1
5
:1
0
作

業
終
了
→

持
経

宿
1
5
:4
0
→

1
8
:0
0
紀
宝
町
役

場
Ｐ
( 解
散
) 。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

 
川

島
) 


